
 
宮崎県で発生した爆発事故について 

 

令和４年４月６日 

九州産業保安監督部 

 

当部管内の火薬類製造事業所において、爆発事故が発生しましたので、お知らせします。 

 

1. 発生日時 

 令和４年３月１日（火） １３時５１分 

2. 発生場所 

宮崎県延岡市 カヤク・ジャパン株式会社東海工場 

3. 事故の種類 

爆発 

4. 被害状況 

人的被害：死亡者 １名、軽傷者 ５名（内訳 工場内２名、工場外３名） 

物的被害：工場内及び工場近隣地区にて物的被害の発生を確認（窓・ガラス、ドア、雨戸等の破

損）。現在、事業者は被害の確定調査を続行中。 

5. 事故概要 

 東海工場の第１洗浄工室には、事故当日の朝（作業前）、３つの貯槽に計２，８１０ｋｇの爆

薬があり、Ｎｏ．３貯槽のジエチレングリコールジナイトレートを次の工程に払い出す作業を３

名で行っていた。アルミ容器（２個）に入れたジエチレングリコールジナイトレートを運搬車に

載せて２名で移送し、１名は残って作業をしていたところ、爆発が発生した。 

6. 当部の対応 

 ３月２日（水） 当部職員２名を現地派遣し、現地調査を実施。 

7. 今後の予定 

 関係各署と連携しつつ、事業者の原因究明及び再発防止対策策定について監督・指導を実施予

定。 


